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JA 全農と本会組合員ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰは 2月 19､20 日に福井県農業会館において､北陸近隣ﾌﾞﾛｯｸ TAC 研修会を

開催しました｡この研修会は､TAC の提案力およびﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝの向上を図ることを目的に開催し､北陸近隣 5 県

(新潟県､富山県､石川県､福井県､滋賀県)から JA の TAC 関係者ら約 100 人が参加しました｡初日は､JA 全農よ

り全国のTAC活動状況と今後の取り組みについて報告｡また､各県の取り組みについて発表が行われ､本県から

は JA 若狭の北川諭氏より法人組織の経営改善に向けた提案内容が紹介されました｡翌日は､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを行い､

参加者たちは自県の担い手への訪問ﾂｰﾙや具体的な取り組みなど､積極的に意見を交わすとともに､ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表

を通じ参加者全体で情報共有を図りました｡参加者からは｢非常に参考になった｡今後の活動に生かしていきた

い｣と好評の声を得ました｡ 
 

 

 

北陸近隣ブロック TAC研修会 
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組合員ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰは 3 月 6 日､『福井県 JA ｸﾞﾙｰﾌﾟ農業

者ｻﾎﾟｰﾄ大会~農業所得の増大に向けて~』を経済連総合ｾﾝ

ﾀｰにて開催しました｡各 JA 担当役員や TAC など約 100 名

が参加｡開催にあたり、挨拶にあたった信連の伊藤常務は

｢担い手の生の声を得ている TAC の皆様が我々JA ｸﾞﾙｰﾌﾟの

中心的存在である｡皆様には農業者の期待に応えるため､そ

のような自覚を持って臨んでもらたい｣と述べました｡ 

《平成 30 年度 TAC 表彰》 

平成 30 年度の(TAC 自らが立てた)取り組み目標に対して､

優れた取り組みや実績を残した TAC に対する表彰を行い

ました｡受賞者を代表し、JA たんなんの山田有彦氏より

｢農業情勢が厳しい中ではあるが､これからも TAC 活動

を頑張っていく｣と抱負が述べられるとともに、信用･

共済事業を含めた総合事業力の発揮することをﾃｰﾏに

TAC 活動の事例報告が行われました｡ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞 山田 有彦氏（ＪＡたんなん） 

優秀賞  杉田 真宏氏（ＪＡ福井市） 

優秀賞  尾﨑 大輔氏（ＪＡテラル越前） 

 

（左：尾﨑氏 中央：山田氏 右：杉田氏） 
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《県内情勢報告》 

本県における TAC 活動は､平成 20 年に 3JA から始

まり､11 年目を迎えました。 担い手への農地の集積

が進む中､担い手と JA を繋ぐ TAC の役割は重要度

を増してきており､平成 30 年度は県下で 68 名の

TAC が過去最高の 25,848 回の訪問活動を行ったこ

とや、組合員ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰと TAC が連携し､米集

荷推進や土づくり推進など年間で併せて 258回の訪

問活動も行われたことが報告されました。 

 

 

《担い手対応ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ講習会

(3STAC)にかかる実践報告》 

受講者を代表して､JA 若狭の北川諭氏より経営改善

指導の実践報告が行われました｡中期事業計画の策

定やｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ資金繰り表の活用､GAP の推進など

各提案内容について紹介｡また､北川氏は｢活動を通

じて訪問回数が増え組織に入り込めた｣と活動を振

り返りました｡ 

 

《次年度活動提案･TAC 取組目標発表》 

組合員ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰから､経営改善指導にかかるｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄを育成する｢3STAC 講習会｣や多様なﾆｰｽﾞに対応し

うる幅広い知識習得を目的とした｢担い手ｻﾎﾟｰﾄ担当者研修会｣の開催､農業所得向上に向けた水田園芸の取組

み支援､さらには担い手への訪問活動の強化と活動の見える化など次年度の活動提案について紹介｡ 

また､JA 花咲ふくいの北川昌邦氏より次年度の個人目標を発表｡園芸品目の収量向上､土づくりの推進､越前柿

の販売高増加の 3 つを目標に掲げ､目標達成に向けた具体的策を紹介し熱い意気込みが語られました｡ 
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組合員ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰでは､年間を通じて開催してきた『平成

30 年度担い手対応ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ講習会(3STAC)』の最終にあたる

第 6 回を 1 月 25 日､県農業会館にて開催しました｡参加者の 11 名は､これまで学んできた農業簿記や税務な

どの知識を生かし､担い手農家への経営分析提案書を作成｡訪問活動を通じて実践的に提案を図ってきました｡

そして､この日は参加者全員が担い手農家への経営改善の取り組みを報告しました｡報告では対象先の現状を

認識した上､技術指標､財務指標など各項目別に分析した課題に対する提案内容をﾌﾟﾚｾﾞﾝ形式にて説明がなさ

れました｡発表では､土地の生産性が低い担い手へ Z-BFM を使った所得のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを活用し新たな作付体系を

提案したり､また､設備投資に向けた農業経営基盤強化準備金の積立計画やｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰの見積りをもとに､分析

した提案を行うなど､それぞれが学んできたことを活動に生かし､創意工夫の見られる発表となりました｡設備

投資額が過大となっている担い手に対しては財務指標や資金

繰りに応じた現状を分析し､今後の計画的な設備投資やそれ

らに伴う借入の相談に応じるなど､参加者の一人は｢経営分析

をきっかけに関係を密にし､JA 利用率が低いところに入り込

むきっかけにできたのでよかった｣と感想を述べていました｡

報告終了後､全員に修了書が手渡され､講習会の全日程が終

了｡有終の美を飾りました｡ 

   (平成 30 年度講習会修了者一覧) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JA 名 氏 名 

福井市 高橋 貞喜 

花咲ふくい 谷川 勝治 

〃 岡本 成光 

ﾃﾗﾙ越前 福田 耕志 

たんなん 柳瀬 和紀 

越前丹生 廣部 義博 

〃 宮崎  司 

越前たけふ 北畑 吉康 

敦賀美方 辰己 昌則 

〃 岸下 昂平 

若狭 北川 諭  
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一方､今年度も組合員ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰでは､

3STAC 講習会がｽﾀｰﾄ｡その第 1 回目が 5 月 29

日に県農業会館で開催され､3 年目の今年度は

県内 8JA から 11 名が受講｡年 6 回の講座から

経営分析の手法を学びます｡開講式にあたり､

当ｾﾝﾀｰの秋田実部長が｢農家所得の増大に向

け､皆さんの経営分析の力が求められている｣

と挨拶｡この日は､前年受講者からｱﾄﾞﾊﾞｲｽを受

けるともに､経営分析に必要な農業簿記につい

て学びました｡ 

 

 

 

 5月 17日、 本格販売から 2年目を

迎える｢いちほまれ｣の田植え式が､

杉本福井県知事､JA 福井県五連 田波

会長､福井市 山田副市長らが出席し､

福井市下中町｢ﾌｧｲﾝ･ﾌｧｰﾑ･しもなか｣

さんの田圃で賑やかに開催されまし

た｡式では、福井農林高校 生物生産

科の学生らによる｢いちほまれ｣の紹

介と活動発表に続き､｢いちほまれ｣

の苗が､最新の田植機によって福井

の豊かな大地にしっかりと植えられ

ました｡田植え作業では､GPS付きの

田植え機の操作をﾒｰｶｰ担当者から教わり､参加者が交代で運転｡ﾊﾝﾄﾞﾙから手を放すと､参加者からは歓声が上

がりました｡参加者の一人はは｢誰でも簡単にできて､楽しい｣と話し､大満足の様子でした｡本年度は、県内

410 名の生産者が 800ha で栽培し､4,000t の収穫を目指します｡ 
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経済連 
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信連 
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ＪＡ福井県厚生連 

厚生連 

 

 

  

今年は GW が最大で 10 日間あり、連休を利用して家族でお買い物に出かけたり、遊園地やレジャ

ー施設に行ってみたり…と楽しんだ方も多いかと思います。そんな中、GW に入ってからの約 1 週

間で、熱中症で救急搬送された方が 342 人という報道がありました。 

6 月にはいり本格的に熱中症シーズン到来です。早めの対策・予防をしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体温が上がり、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機

能が正常に働かなくなり、様々な症状を起こす病気。重症度によって

3つの段階に分けられる。（Ⅰ度、Ⅱ度、Ⅲ度） 

熱中症とは？ 

Ⅰ度 

現場対応できる軽症 

Ⅲ度 

入院処置が必要な重症度 

Ⅱ度 

病院への搬送が必要な

中等度 

危
険
！ 

・立ちくらみ 

・筋肉痛、筋肉の硬直 

・こむら返り 

・大量の発汗 

（脱水症状） 

・頭痛 

・気分の不快 

・吐き気、嘔吐 

・倦怠感、虚脱感 

・気を失う 

・意識障害 

・けいれん 

・手足の運動障害 

・高体温 

・汗が出ない 

熱中症の予防・対策！ 

呼びかけに反応しなければ 

迷わず 119 番！！ 

JA福井県厚生連 

http://01.gatag.net/img/201505/25l/gatag-00005262.jpg


9 

 

 

 

 

 

共済連 


